
 資料２－５  

成熟群体相対密度と卵成熟度について  

１．クシハダミドリイシ個体群にしめる成熟群体の相対密度（個体群構造調査）  
  １分間に測定された最大長径 30cm 以上の群体（成熟群体）数。相対密度が４

群体 /分以上を示す海域は、産卵源または幼生供給源として重要な海域とされてい

る。  
（１）【H17 年度】  
   相対被度４以上の海域としては、竹富島南沖礁、マルグー西礁だけであった。  
（２）【H18 年度】  

竹富島南沖礁においては相対密度が４未満となったものの、竹富島北礁が４

以上を示した。マルグー西礁は４以上を維持。  
（３）【H19 年度】  

H18 年度と全く同じ結果を示した。  
（４）【H20 年度】  

マルグー西礁が４未満にとなったが、竹富島北礁～カヤマグチの北礁縁部が

４以上を示した。  
 
２．卵成熟度調査  
  産卵日前１週間前後に設置することが効果的であるとされる着床具設置日を決

定するため、卵の成熟具合を観察するもの。  
成熟段階

0

1 未成熟

オレンジ

－

2

3

4

おおよそ1ヶ月後

おおよそ1週間後

数日後

卵の色 産卵日　

卵なし

白

淡いピンク

ピンク

 
（１）【H17 年度】調査日；５月１７日～２３日  
   成熟度分布に偏りはなく、石西礁湖全体の成熟度は３以上を示した。産卵日

は５月下旬と推測。  
（２）【H18 年度】調査日；５月６日～１０日  

H17 年度と同様に、成熟度分布に偏りはなく石西礁湖全体の成熟度は３以上

を示した。産卵日は５月中下旬と推測。  
（３）【H19 年度】調査日；４月２２日～２７日  

成熟度分布に偏りはないものの石西礁湖全体の成熟度は 0 以上 2 未満を示し、

産卵日推定はできなかった。  
（４）【H20 年度】調査日；５月１５日～２０日  
   成熟度分布に偏りはなく、石西礁湖全体の成熟度は３以上を示した。産卵日

は５月下旬～６月上旬と推測。  




